
現代的贅沢消費の実態解明 : プチ贅沢消費における概念規定と動機の解明佳 作

ソーシャルメディアによる誇示行動と満足度の関係 : 投稿者本人への快楽と正当化に着目して佳 作

執筆動機

私たちの所属する守口剛ゼミナールで

は、毎年 3年生時に「関東学生マーケティ

ング大会」というコンペティションに参加

しています。もちろん私も参加しましたが、

結果は無残なものでした。そこでの悔し

さを忘れることが出来ず、いつかまた本

気で論文を執筆する機会が欲しいと感じ

ていました。そんな折、先生から懸賞論

文の機会を与えて頂き、そこで自分の力

をもう一度試したいと考えたことが、執

筆の動機です。

論文の内容

本研究ではソーシャルメディアによる誇

示的投稿をテーマにしました。既存研究

により誇示がもたらす影響として、クチコ

ミという広告効果については明らかにさ

れていますが、それが投稿者に与える影

響については未だ解明された研究が存在

しないため、その点の解明を試みました。

結果として、誇示にレスポンスがある場合、

誇示は投稿者本人の満足度に正の影響を

与え、レスポンスが無い場合は、逆に負

の影響を与え、誇示をした時よりも満足

度が下回ることが明らかになりました。

執筆にあたってのエピソード

まず誰よりも感謝しているのは、お忙

しいなか何度でもご相談に乗ってくださっ

た守口先生です。鋭い指摘や、わかりや

すいアドバイスにより、研究を洗練させる

ことが出来ました。また、本研究の執筆

には大量のデータ分析を要し、そのため

大規模な定量調査を行いました。そこで

調査に協力してくださった皆様がいらっし

ゃらなければ、本研究を完成させること

は叶いませんでした。皆様には深く感謝

しています、本当に有難うございました。

後輩へのメッセージ

論文執筆には、大きな時間を割きます。

大学生にとって、「時間」という財産を割く

ことには、ある程度の辛さは伴うと思い

ます。私にも確かに、遊びたい、休みた

いと思うことは何度もありました。しかし、

研究を辞めたいと思ったことは一度もあり

ませんでした。

熱意さえあれば懸賞論文には誰でも応

募できるので、是非後輩の皆様にも参加

してみてほしいです。「時間」という財産は、

より大きな形で自分に返ってきますので、

安心してください。

執筆動機

私の所属する守口ゼミナールでは消費

者行動について学んでおり、関東学生マ

ーケティング大会に毎年チームで参加して

います。しかしその大会で優勝すること

ができず非常に悔しい思いをしました。

懸賞論文応募という機会を活かし、今度

こそ自分が学んできたことを成果として残

したいと考えたことが論文執筆に至った

きっかけです。

論文の内容

長引く日本経済の低迷により現代の消

費者は節約志向が根付いていると言われ

ています。しかし節約の日々に疲れた消

費者が時々行ってしまうちょっと贅沢な買

い物。本論文ではそんな「プチ贅沢消費」

という新たなカタチの消費行動の実態解

明をテーマとしました。その際「プチ贅沢

感を形成している要素」「プチ贅沢消費を

行う動機」の2点に焦点を当て、共分散構

造分析を用いることで実証的に解明する

ことができました。

執筆にあたってのエピソード

執筆にあたって最も苦労したのは、既

存研究とデータの収集です。本研究のテ

ーマであるプチ贅沢消費は比較的新しい

消費行動であり、既存研究が非常に少な

いという問題がありました。また実証分

析のために多くのデータが必要となりア

ンケートを実施しなければなりませんでし

た。しかし守口先生をはじめ、アンケー

トに回答していただいた350人以上の方の

ご協力のおかげでこの困難を乗り越える

ことができました。

後輩のみなさんへのメッセージ

早稲田大学では、日々の生活の中で成

長のきっかけとなる機会が無限大にあり

ます。しかし私にとって学問に関して本

気で取り組む機会は大変貴重なものでし

た。自ら研究テーマを設定し、論文を執

筆することは簡単なことではありません

が、自分が学んできたことを成果として

残せるチャンスです。後輩の皆様には、

是非懸賞論文に挑戦し、自分自身の成長

につなげていただきたいと思います。
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